


 
 
 
 
 

名  称  公益社団法人 ビタミン・バイオファクター協会 

代表者  会⾧ 大島 敏久 

所在地  〒606-8302 京都市左京区吉田牛ノ宮町 4 番地  日本イタリア会館 3 階 

公益社団法人ビタミン・バイオファクター協会は、創立以来半世紀余り、ビタミンを中心と

する必須生体物質（バイオファクター）に関連する科学的な研究・開発を支援して、私たちが

心身ともに健康に生活でき、ひいては社会が平和で健やかに発展することを目指して活動し

てきました。 

かつて重要な疾病であったビタミン欠乏症は、近年の我国では、少なくなりましたが、

ビタミンやバイオファクターに関する新しい科学的知見が多方面で多数見出されております。また、

医薬品や健康食品の生産、食品加工、食料・バイオマス生産、環境保全などの様々な産業への

応用研究も進展しています。我国での健康で豊かな生活を支える重要な研究分野と考えます。 

当協会の活動は、財政的にはいろいろな企業の法人会員に支えられています。新しい半世紀へ

向けて、さらなる飛躍を目指し多くの企業様のご入にいただき、国民全体の健康福祉の

ために力強い前進を続けたいと考えます。趣旨をご理解いただき、是非、法人会員に

ご入会下さいますようお願い申し上げます。 

 当協会による講演会、シンポジウム、国際会議、研究委員会などに関するご案内   

関連する学会の大会、研究委員会などにご参加 

会員の所属先等（ご希望のように）はホームページで広く公開 

会員数  正会員 42（個人） 

    基本法人会員 1 

     一般法人会員 25 

  賛助会員 61 





 

バイオファクターは広義には、ビタミン、ビタミン様物質、必須微量元素、ホルモンなど、生命活動に
必須の微量生体物質を指します。また、狭義にはビタミン以外の微量必須生体物質、
例えばビオプテリンなどのビタミン様物質や微量必須元素を意味することもあります。  
本協会の名称にある「ビタミン・バイオファクター」は 歴史的背景も勘案して「ビタミンを中心とする
必須微量生体物質を指しています」。 

1964   社団法人ビタミン B 協会設立（京都大学医学部内） 

        ビタミン B 研究員会に研究費・事業委託費の助成を開始 

        ビタミン B 研究委員会のシンポジウムの開催が始まる（年 1 回） 

1966   日本ビタミン学会への助成を開始 

1967   国際ビタミン栄養会議開催助成 

1970   社団法人ビタミン協会に改称 

1971    ビタミン C 委員会・脂溶性ビタミン総合研究委員会（ビタミン AD 委員会）への 

助成を開始 

2002    「 ビタミンの日 」講演会開催 〔現:市民公開講演会〕（年 1 回） 

2010   公益社団法人ビタミン・バイオファクター協会に改称・移行 

     ビタミン発見 100 周年記念フォーラム開催 

 法人会員 

基本法人会員 

エーザイ株式会社 

一般法人会員 

味の素株式会社 

   天野エンザイム株式会社    

アリナミン製薬株式会社 

    株式会社大塚製薬工場   

花王株式会社   

株式会社カネカ    

河合製薬株式会社 

キンキ・パートナーズ株式会社 

神戸天然物化学株式会社 

 

バイオファクター（Biofactor）とは？ 

小林製薬株式会社 

サントリーウエルネス株式会社 

第一三共株式会社 

株式会社ダイセル 

東洋ナッツ食品株式会社 

東洋紡株式会社 

ナガセヴィータ株式会社  

ニプロ株式会社 

  

ハウスウェルネスフーズ株式会社  

株式会社ハンナ 

備前化成株式会社   

株式会社ファーマフーズ   

株式会社ファンケル    

フジパングループ本社株式会社 

山崎製パン株式会社   

ロンザ株式会社 

（2024 年 4 月現在） 

 沿革 




